
儒翠..  
閥39年3月13日第三脇田自認可第10号(矧|日新')[13--$10円会費はむ)

.発行日一平成27年 1月 1日

.発行所一品弘北海道手をつな ぐ育成会
〒060-0002 札 幌 市中央区
北 2条西7丁目かでる2・7(4F) 
電話 011-251-0855
FAX 011-251-0804 
EメーJレdoikusei@air.ocn.ne.jp

.発行人ー奈須野益
印刷所側北海道機関紙印刷所

い年を迎えて新{
山益

新年あけましておめでとうございます。

会員の皆様には、、ご家族お揃いで新しい年を新たな飛躍の年に、の願いを込

めてお迎えのこととお慶び申し上げます。

年末には総選挙が行われ、自民党安部政権が圧倒的な強さを見せつけて大勝いたしました。今後の

日本の進路がどのように変化してゆくのかが、気になるところではありますが、障害福祉の分野では、

各会派で党派を超えた協力が数多く見られたということもありましたので、 今後もこのような形を期

千寺したいものです。

さて、障害者虐待防止法施行から1年がすぎ、様々な課題が浮き上がってきたような気がいたしま

す。施設内の実態が本当に明らかになっているのか、家族支援をどのように進めていくのか、法律の

対象になっていない分野についてどうしていくのかなど、今後問題解決のための道筋を探っていく必

要があります。

また、障害者差別解消法についても、来年4月の施行までよりよい内容でスタートできるように、

私たちの声を届けていきたいものです。

私たちの運動の面では、北海道のなかに孤立した障がい者を作らないという意味も含めて、活性化

の運動を進めてまいりました。北海道に限らず、全国的に会員の高齢化、新しい会員が増えない、と

いう悩みがあります。

もし、その町に育成会がなくても必ず障がい者はいる、

責任には大きなものがあります。

一昨年から進められている活性化事業の中の特別研修会も成果を上げつつあります。研修会そのも

のの成功もありますが、それ以上に研修会を成功させるまでのプロセスが各育成会活動の活性化にと

って大きな意味があると思います。

研修会成功のためのブロ ック内の連携が少しず、つで、はありますが進んでまいりました。各地でブロ

ック活性化のための会合が持たれはじめました。このちいさな活性化の芽を全道各地に広げようでは

ありませんか。

最後に会員皆様のご健勝と、育成会活性化のうねりが全道に広がることを祈念いたしまして年頭の

ご挨拶にかえさせていただきます。
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奈須野

というのが現実です、育成会に課せられた
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平
成

年
上|度

寄金
雲|重
き|事
自|渓
事|ま
会|る

道
育
成
会
の
会
費
負
担
額
は
、
平
成
お
年
度
か
ら

お
年
度
ま
で
の

3
年
間
、
「
人
口
割
会
費
を

1
0
0

と
し
た
場
合
、
人
口
割
会
費
を
初
%
、
会
員
数
会
費

を
初
%
と
し
た

7

一3
の
割
合
」
を
基
準
と
し
て
算

定
さ
れ
、
平
成
初
年
度
に
見
直
す
予
定
で
し
た
が
、

昨
年
の
理
事
会
に
お
い
て
、
会
員
数
割
り
と
す
る
等

抜
本
的
な
会
費
算
定
基
準
と
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
中
長
期
的
な
視
点
も
必
要
と
い
う
意

見
な
ど
が
あ
り
、
平
成
部
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
基
準

で
算
定
し
、
各
育
成
会
の
状
況
等
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

本
年
、
各
市
町
村
育
成
会
(
親
の
会
)
に
お
け
る

財
政
基
盤
に
関
す
る
調
査
(
ア
ン
ケ
ー
ト
)
を
行
い
、

町
育
成
会
(
親
の
会
)
の
約
半
数
の
必
育
成
会
(
親

の
会
)
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
育
成
会
活
性
化
対
策
委
員

会
及
び
理
事
会
で
協
議
さ
れ
、
各
市
町
村
育
成
会
(
親

の
会
)
に
お
け
る
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
財
源
と
な

る
会
費
収
入
の
占
め
る
割
合
及
び
関
係
市
町
村
か
ら

の
助
成
金
に
つ
い
て
各
市
町
村
育
成
会
(
親
の
会
)

間
で
規
模
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
著
し
い
こ
と
な
ど

や
各
育
成
会
の
実
情
に
お
い
て
様
々
な
課
題
が
生
じ

て
い
る
こ
と
。
か
ら
、
会
費
改
正
に
つ
い
て
は
、
無

用
な
混
乱
を
さ
け
る
た
め
に
も
十
分
な
議
論
を
行
な

い
、
経
過
措
置
な
ど
を
定
め
長
い
ス
パ
ン
で
影
響
を

考
慮
し
つ
つ
行
う
必
要
が
あ
る
。
と
し
て
幻
年
度
の

会
費
は
こ
れ
ま
で
の
基
準
に
基
づ
き
算
出
す
る
こ
と

と
し
て
、
今
後
も
育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会
や
理

事
会
で
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
平
成
辺
年
度
決
定
の
算
定
基
準
】

人
口
割
会
費
は
、
各
市
町
村
育
成
会
の
会
員
数
に

関
わ
ら
ず
、
市
町
村
人
口
に
よ
り
会
費
額
を
決
め
て

い
る
。
↓
人
口
が
多
く
、
会
員
数
が
少
な
い
育
成
会

で
は
負
担
増
と
な
り
、
退
会
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
人
口
割
会
費
は
維
持
し
つ
つ
、
会
員
数

に
も
配
慮
し
た
会
費
の
設
定
に
見
直
し
た
。

平
成
初
年
度
目
高
管
内
知
的
障
害
者
(
児
)

福
祉
関
係
研
修
会
開
催
し
ま
し
た

浦

河

町

育

成

会

事

務

局

長

奥

村

桂

祥

平
成
初
年
日
月
初
日
、
浦
河
町
に
お
い
て
、
平
成

初
年
度
日
高
管
内
知
的
障
害
者
(
児
)
福
祉
関
係
研

修
会
兼
日
高
管
内
地
域
活
性
化
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
の
開
始
に
当
た
り
、
浦
河
町
の
池
田
町
長
、

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
奈
須
野
会
長
よ
り
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
障
害
を
持
つ
参
加

者
の
方
は
、
日
高
地
区
で
ダ
ン
ス
教
室
を
主
宰
し
て

い
る
新
屋
氏
の
指
導
の
下
、
元
気
に
楽
し
く
体
を
動

か
し
、
気
持
ち
良
く
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
研
修
で
は
ま
ず
始
め
に
日
高
振
興
局
の
矢
野
氏

よ
り
「
障
が
い
者
支
援
制
度
の
概
要
」
に
つ
い
て
行

政
説
明
が
あ
り
ま
じ
た
。
障
が
い
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
や
制
度
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
か
り
易
く
説
明

し
て
頂
き
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
「
支
援
事
例
か
ら
学
ぶ
発
達
障
害
児
者
支
援
」

と
い
う
テ

l
マ
で
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お

い
そ
ら
の
片
山
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
発
達
障

害
を
持
つ
方
の
特
性
や
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
等
に

つ
い
て
、
実
践
し
て
こ
ら
れ
た
内
容
も
交
え
な
が
ら

お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
周
囲
の
環
境
が
整
っ
て

い
れ
ば
発
達
障
害
を
持
つ
方
々
の
毎
日
の
生
活
が
充

実
し
、
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
可
能
性
が
高
ま

る
と
い
う
こ
と
で
、
障
害
に
対
す
る
周
囲
の
理
解
を

深
め
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
奈
須
野
会
長
か
ら
育
成
会
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
会
員
の
減
少
や
活

動
の
停
滞
に
つ
い
て
の
対
策
と
し
て
、
ま
ず
気
軽
に

集
ま
っ
て
話
が
で
き
る
よ
う
な
場
所
作
り
を
大
切
に

し
て
、
少
し
ず
つ
活
動
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
提
起
さ
れ
、
研
修
会

参
加
者
が
今
後
の
育
成
会
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て

開会で池田浦河町長からご挨拶を頂く

手をつな ぐ育成会げっぽう 1月号1-



考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
印
名
を
超
え
る
方
が
参
加
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
実
り
の
あ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
障
害
保
健
福
祉
関
係
主
管
課
長
会
議
」

開
催
さ
れ
る

日
月

4
日

ω、
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市

の
福
祉
関
係
部
局
の
担
当
者
等
が
集
ま
り
、
厚
生
労

働
省
「
障
害
保
健
福
祉
関
係
主
管
課
長
会
議
」
が
開

催
さ
れ
、
平
成
幻
年
度
障
害
保
健
福
祉
部
概
算
要
求

の
概
要
な
ど
平
成
幻
年
度
か
ら
の
施
行
が
予
定
さ
れ

て
い
る
幻
事
項
に
つ
い
て
の
各
種
施
策
の
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

以
下
の

U
R
L
に
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
詳
細
は
こ
ち
ら
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

[
厚
生
労
働
省
]
ホ

l
ム
V
政
策
に
つ
い
て

V
分
野

別
の
政
策
一
覧

V
福
祉
・
介
護

V
障
害
者
福
祉

V

障
害
保
健
福
祉
関
係
会
議
資
料
に
つ
い
て

宮
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司
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「
1

平
成
初
年
日
月
4
日
実
施
一
主
管
課
長
会

議
資
料
」

会
議
の
内
容
に
つ
い
て
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

【
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
に
つ
い
て
】

平
成
但
年
度
に
成
立
し
た
「
地
域
社
会
に
お
け
る

共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策

を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
の
附
帯
決
議
に
お
い
て
、
『
障
害
者
の
高
齢
化
・

重
度
化
や
「
親
亡
き
後
」
も
見
据
え
つ
つ
、
障
害
児
・

者
の
地
域
生
活
支
援
を
さ
ら
に
推
進
す
る
観
点
か

ら
、
ケ
ア
ホ

1
ム
と
統
合
し
た
後
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
小
規
模
入
所
施
設
等
を
含
め
、
地
域
に
お
け
る

居
住
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
を
行

う
こ
と
』
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
拠
点
等
の
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
各
市
町
村
に
お
い
て
、
協
議
会
等
の

場
も
活
用
し
、
各
地
域
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
整

備
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
各

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
各
市
町
村
を
包
括
す
る
広

域
的
な
見
地
か
ら
、
必
要
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
幻
年
度
予

算
概
算
要
求
の
中
に
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
モ
デ

ル
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「と
一品℃
に
生
さ
一る」
ト

桂
ム
誌
の
実
現
を
め
、
さ

ιτ

ー
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
セ
ミ
ナ
ー

札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
、
例
年
行
っ
て

い
る
セ
ミ
ナ
ー
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

道
育
成
会
が
後
援
し
て
お
り
、

多
数
の
方
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

平

成

幻

年

3
月
日
日

mm時
1
日
時

場
所
北
方
圏
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
(
札
幌
市
中

央
区
南

1
条
西
包
丁
目

1
1
1
)

吉
川
か
お
り
氏
(
明
星
大
学
教
授
)

粛
藤
卓
弥
氏
(
北
海
道
大
学
特
任
教
授
)

講

師

参
加
費

申
込
先

無
料
(
育
成
会
関
係
者
)

5
0
0
円
(
一
般
)

札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

血

o
l
-
-
7
3
8
1
2
2
2
1

阻

o
l
-
-
7
3
8
1
2
2
2
8

図
一因
国
国

自
閉
症
援
助
技
術
研
究
会
で
は
、
藤
女
子
大
学
Q

O
L
研
究
所
と
の
共
催
で
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
-

日

時

平

成

幻

年

2
月

7
日
曲
目
時

1
日
時

場
所
藤
女
子
大
学
花
川
キ
ャ
ン
パ
ス

2
7
3
・2
7
4
号
室

『発
達
障
が
い
を
診
断
す
る
医
師
と
し
て

の
気
概

i
医
師
は
ど
う
や
っ
て
診
断
に
向

き
合
う
の
か
』

秋
田
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
き
の
と
う
秋
田

セ

ン

タ

ー

長

室

岡

守

氏

5
0
0
円
(
石
狩
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

等
)

ー、

0
0
0
円
(
一
般
)

札
幌
市
自
閉
症
・
発
達
障
が
い
支
援
セ
ン

タ
ー
お
が
る

E
o
l
-
-
7
9
0
1
1
6
1
6
 

阻

o
l
-
-
7
9
0
1
1
6
0
4

内講参
加
費

申
込
先

の
お
知
ら
せ

，守『河

台師
8
月
8

臼∞
9
日
⑪

8)1手をつなぐ育成会げっぽう 1月号



AIU生活サポート総合補償制度のご案内
2007年4月に日本で誕生した知的障害児者と自閉症児者専用の保険です。

AIUの普通傷害保険 (2013年7月現在の内容でホ)
(知的障害者等福祉団体傷害保険特約、地震・噴火・津波危険補償特約セット)

[病気やケガ出その検査のため入院したとき(問問吋始した入院の4日目からmJ鵬-

入院給付金(付添介護保険金、差額ベッド費用、入院諸費用、入院一時金

[門他人悶一?一り他人の例ものを碍壊して法律鮎叩上Mの賠償糞任砧酌つたと回き(
個人賠償 ;保険金:1事故1億円限度(也自己負担金額なしω

-E園1!;~21騒置留軍温圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・
地震・噴火・津波危険補償特約セット

[暴芸員首謀議金 l 
お閉会せ先)株式会社ジ工イアイシー北海道支庖|引受保険会社 AIU損害保険株式会社札幌支庖 北海道知的障害児者生活サポート協会

〒060-0002札幌市中央区北2条西7丁目干060-0051札幌市中央区南1条東2丁目 |〒060-∞01札幌市中央区北1条西6丁目
8-2 SRビル4F 1-2アーバンネット札幌ビル 4階

TEL: 011-221-7009 FAX: 011-221-1704 受付時間:午前9時~午後5時
http://www.jicgroup.co.jp (土日祝日年末年始を除く)

かでる2・74階北海道手をつなぐ育成会内
TEL: 011-251-0855 FAX: 011-251-0804 

(A-000410 2014-06) 

---一一、 ~ー~、 ---ー~、
病気，・ヶガのλ;院 個人賠償補償 被害事故の解決

しー_____./ 仁~ 仁一_____./
障がいのあるご本人と、そのご家族・施設従事者のための総合保険ですL

保障内容CA-1プランの場合年間保険料17.000円)

(死亡保険金 10万円) (法律相談費用 5万円 誌の)

(特定重度障害保険金 10万円) (弁護士委任費用 100万円 話の)

(入院保険金 1日につき 8，000円め (接見費用 1万円 〉

-・・・・・・E官事想空空空零ヨ・・・・・・・ (入院一時金 10，000円) (個人賠償責任保険金 槌:1，000万円)
少額短期位置輯合惇障(無告知型)2012年創設 出 1一回目入院または一回の通院につ昔、 30臼限度.

(傷害通院保険金 1 日につき 1 ， 000円※~ 出 2てんかんによる入院由場合は一日につき4，000円と
*この広告は商品の慌聖を臨明しております。ご毘約間際には必らず「パンフレyトJ
「重要事項盟明書」をご倍担くださ¥'0

なります，

| }草しい資料のご用命は、下記代理庖へお願も叫します。 I

0取扱代理庖 TEL 011-207-2522 
有限会社オフィスブレイン 干060-0032 札幌市中央区北Z条東 3丁目沖地

札幌セントラルピル2F

盟国国園陸盟国国周囲翻園園
。 すべてのケガおよび病気|こよる死亡(葬祭費用)を補償

@ すべてのケガおよび病気lこよる入院を補償

@ さら!こ傷害事故の場合は「傷害入院H傷害通院」
「傷害治療費Jが入院保障とは別件で補償されます。

。 入院した場合は、 1日目より補償 (180日限度)

。 「疾病性てんかんHてんかん!こ伴う転倒事故J
「自傷行為H闘争行為」など!こよる入院も補償されます。

0害|受保険会社

-~ぜんち共済株式会社
干10ト0032 東京都千代田区岩本町3-5-8
岩本町シティプラザピル 5F 

?イ・弓イ7補償内容

耳障死亡(曹軍費用)......100万円

宮 町 入 院 (1制限度)… ・10，000円

死亡(開費用)......100万円

ヶ入院(棚田阻度)....12，000円

通院(卯日間度)......1，000円

ガ傷害治療費(翼費).....50万円

手術費用 … υ2-4・8万円
(本金理的副董1書用)

除雪 第三者賠償.....5.000万円

防吾 (免責なし) -， 

日:J~S:~:M 障害者補償会 お電話を頂ければすぐに資料をご郵送致します。
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